
タガノビューティーの導入決定 

2025/10/10 

公益社団法人日本軽種馬協会は、タガノビューティー（2017 年 8 歳 新冠産  

父ヘニーヒューズ 母スペシャルディナー 母の父スペシャルウィーク）を導入し、

七戸種馬場で供用することといたしました。 

タガノビューティーは現役時代、西園正都調教師に管理され、2 歳 8 月新潟ダート

1800mで行われた 2歳新馬戦でデビュー勝ち。続く 2戦目、東京ダートのマイル戦プラタナス賞

では最後方から豪快に差し切り、2 馬身半差で快勝しました。3 戦目には芝初挑戦

となった GⅠ朝日杯フューチュリティ Sで 4着と好走し、素質の高さを示しました。 

3歳初戦のGⅢシンザン記念出走後はダート路線に転じ、Lヒヤシンス Sではカフェファラオ

から 0.2秒差 2着に好走するなど安定した成績を重ね、3歳 11月に 3勝目を挙げました。

続く 4歳初戦の銀蹄 Sを制してオープン入りすると、Lオアシス Sでオープン初勝利を飾り、

さらに OP 欅 S を連勝して通算 6勝目をマークしました。 

6 歳時には L コーラル S でリステッド競走 2 勝目を挙げ、船橋の JpnⅠかしわ記念

ではメイショウハリオからクビ差の 2着と健闘。7歳時にはGⅠフェブラリーSでペプチドナイル

から 0.2 秒差の 4着、かしわ記念で 2年連続 2着と安定した走りを見せ、佐賀で行われた

JpnⅠJBC スプリントでは接戦を制し、念願の重賞初制覇をJpnⅠの大舞台で達成しました。 

8 歳時には韓国・ソウル競馬場で行われた GⅢコリアスプリントに挑戦し 5着。その後

現役を引退しました。 

通算成績は 43戦 8勝、2着 8回、3着 5回。実に 32戦で掲示板を確保する堅実さを誇り、

2 歳デビューから 8 歳引退まで故障なく一線級で走り続けた、まさに“無事是名馬”を

体現した息の長い活躍馬でした。 

父ヘニーヒューズは米GⅠヴォスバーグ S、キングズビショップ Sを制し、BCジュヴェナイル

でも 2 着。種牡馬として日本では 2020～2023 年に 4 年連続で JRA ダートチャンピオン

サイアーを獲得。アジアエクスプレス、モーニンなど後継種牡馬を送り出す「サイアー

オブサイアー」です。 

母スペシャルディナー産駒には GⅠNHK マイルカップ・2着馬のタガノブルグ、L若葉Ｓ

など JRA3勝のアイトーン、JRA4勝のタガノエスコートなどが活躍。母の産駒は JRAで 9頭

が勝ち馬となり、計 26勝を挙げています。 

さらに孫世代ではタガノアビーが 2025 年の GⅠオークスで 3着に入線したことも記憶

に新しいところです。 

牝系には、凱旋門賞・ヴェルメイユ賞を制した名牝ブルーストッキングや、2021 年

ケンタッキーダービー馬マンダルーンらが名を連ねる、世界的な名牝系です。 



 

 

 

 

 

 

  

Storm Cat(USA) 
Storm Bird(CAN) 

  
 

ヘネシー(USA) 
栗毛 1993 年生 

Terlingua(USA) 
 

 

Island Kitty(USA) 
Hawaii(SAF) 

ヘニーヒューズ(USA)  T.C. Kitten(USA) 
Henny Hughes(USA)  

 

Meadowlake(USA) 
Hold Your Peace(USA) 

栗毛 2003年生  

メドウフライヤー 
Meadow Flyer(USA) 
鹿毛 1989年生 

Suspicious Native(USA)  
 

 

Shortley(USA) 
Hagley(USA) 

 

  Short Winded(USA) 
  
  

サンデーサイレンス(USA)  
Halo(USA) 

  
 

スペシャルウィーク 
黒鹿毛 1995 年生 

Wishing Well(USA) 
 

 

キャンペンガール 
マルゼンスキー 

スペシャルディナー  レデイーシラオキ 
Special Dinner(JPN)  

 

Woodman(USA) 
Mr. Prospector(USA) 

鹿毛 2005年生  

ソフトパイン(USA) 
黒鹿毛 1993 年生 

プレイメイト(USA) 
 

 

Ladyago(USA) 
Northern Dancer(CAN) 

 

  Queen of Song(USA) 
  

   F5-j     

インブリーディング ：  Northern Dancer(CAN)：M4×S5    Raise a Native(USA)：S5×M5                                              

Tagano Beauty      
 タガノビューティー  2017 年生 鹿毛 新冠産 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 競走成績 Race Record      
 
                 2-8歳時 43戦8勝 2着8回 3着5回   
 

1着 JBCスプリント---------(佐賀・JpnⅠ・ダ1400m) 
 

1着 コーラルＳ----------------(阪神・L･ダ1400m) 
 

1着 オアシスＳ----------------(東京・L･ダ1600m) 
 

2着 かしわ記念--------（船橋・JpnⅠ・ダ1600m)2回 
 
2着 武蔵野Ｓ----------------(東京・GⅢ・ダ1600m) 

 

2着 ヒヤシンスＳ--------------(東京・L・ダ1600m) 
 

3着 根岸Ｓ------------------(東京・GⅢ・ダ1400m) 
 

種牡馬成績       Stud Record   

2026年より供用開始、初年度産駒は2029年デビュー 

 

血 統          Pedigree     
 父：ヘニーヒューズ(USA)                        
                   米国産 2-3歳時 米10戦6勝 2着3回   

ヴォスバーグS（米GⅠ・ダ6F）、キングズビショップS

（米GⅠ・ダ7F）、BCジュヴェナイル（米GⅠ・ダ8.5F）2着、 

米シャンペインS（米GⅠ・ダ8F）2着、ホープフルS

（米GⅠ・ダ7F）2着 

種牡馬としては2020～2023年 

4年連続でJRAダートチャンピオンサイアーに輝く 

アジアエクスプレス、モーニンなど 

人気種牡馬を送り出すサイアーオブサイアー 

【主な産駒】 

ビホールダー Beholder / 米2・3歳牝馬チャンピオン、古牝馬 

チャンピオン（2回）、BCディスタフ（2回）、BCジュヴェナイル

フィリーズなどGⅠ・11勝 

アジアエクスプレス(USA) / JRA最優秀2歳牡馬、 

朝日杯フューチュリティＳ（GⅠ・芝1600m）、レパードS 

（GⅢ・ダ1800m）、種牡馬 

モーニン(USA) / フェブラリーＳ（GⅠ・ダ1600m）、 

根岸S（GⅢ・ダ1400m）、種牡馬 

アランバローズ / NAR最優秀2歳牡馬、全日本2歳優駿

（JpnⅠ・ダ1600m）、東京ダービー（ダ2000m）、ハイセイコー

記念（ダ1600m） 

ワイドファラオ / かしわ記念（JpnⅠ・ダ1600m）、NZトロフィー

（GⅡ・芝1600m）、ユニコーンS（GⅢ・ダ1600m）、種牡馬 

アマンテビアンコ / 羽田盃（JpnⅠ・ダ1800m） 

セキフウ / 兵庫ジュニアGP(JpnⅡ・ダ1400m)、エルムS 

（GⅢ・ダ1700m）、種牡馬 

ヘニーハウンド(USA) / ファルコンS（GⅢ・芝1200m）、種牡馬 

オーヴァルエース / ヒヤシンスS（L・ダ1600m）、種牡馬 

JpnⅠ・JBCスプリント優勝、JpnⅠ・かしわ記念2着2回など一線級で長く活躍 

父ヘニーヒューズは2020～2023年、4年連続JRAダートチャンピオンサイアー 

 母：スペシャルディナー                

                        浦河産 3歳時 4戦1勝  

【主な産駒】 

タガノブルグ（父ヨハネスブルグ（USA）） 

JRA3勝、ＮＨＫマイルＣ（GⅠ・芝1600m）2着、朱鷺Ｓ

（L・芝1400m）2着・3着、洛陽Ｓ（L・芝1600m）3着、橘Ｓ

（OP・芝1400m）、クロッカスＳ（OP・芝1400m）2着 

アイトーン（父キングズベスト（USA）） 

JRA3勝、若葉Ｓ（L・芝2000m）、白百合Ｓ（L・芝1800m）3着、

福寿草特別（芝2000m） 

タガノエスコート（父ロードカナロア） 

JRA4勝、白嶺Ｓ（ダ1600m）、夏至Ｓ（ダ1600m）2着、 

川西特別（ダ1800m）2着、刈谷特別（ダ1800m）2着、 

白梅賞（芝1600m）2着、錦秋Ｓ（ダ1600m）3着、 

赤富士Ｓ（ダ1600m）3着、薩摩Ｓ（ダ1700m）3着、 

小倉城Ｓ（ダ1700m）3着、豊前Ｓ（ダ1700m）3着 

タガノバビロン（父ヘニーヒューズ（USA）） 

JRA3勝、揖斐川特別（ダ1800m） 

タガノチョコラータ（父アメリカンペイトリオット（USA））/JRA3勝 

タガノエクレール（父サンダースノー（IRE））/JRA1勝 

タガノフレイア（父タニノギムレット）/JRA1勝 

喜多方特別（芝1200m）2着 

(孫)タガノアビー（父アニマルキングダム（USA）） 

JRA2勝、オークス-GⅠ3着、矢車賞、長久手特別2着 

 

母の父：スペシャルウィーク                
          門別産 2-4歳時 17戦10勝 2着4回 3着2回  

1999年JRA特別賞 

ジャパンC (GⅠ・芝2400m)、日本ダービー(GⅠ・芝2400m)、 

天皇賞(秋)(GⅠ・芝2000m)、天皇賞(春) (GⅠ・芝3200m) 

【母の父としての産駒】 

サートゥルナーリア / 皐月賞（GⅠ・芝2000m）、ホープフルS

（GⅠ・芝2000m）、種牡馬 

ディアドラ / 秋華賞（GⅠ・芝2000m）、ナッソーS（英GⅠ・

芝10F） 

エピファネイア / ジャパンC (GⅠ・芝2400m)、 菊花賞  

(GⅠ・芝3000m)、種牡馬 

ジュンライトボルト / チャンピオンズC（GⅠ・ダ1800m）、

種牡馬 

リオンディーズ  / 朝日杯フューチュリティS（GⅠ・

芝1600m）、種牡馬 

 2代母：ソフトパイン(USA)                       

                     米国産 3歳時 米3戦1勝  

【主な産駒】 

テイエムブライトン / JRA1勝、門司特別3着 

アンジュアイル / JRA2勝、なずな賞 

ゴットラウディー / JRA3勝、三萩野特別、有松特別2着、

遠州灘特別2着、筑後川特別2着、江坂特別3着 
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